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研究成果の概要： 

(1). 曲率が上に有界な２次元特異空間の局所構造を完全に決定し、ガウスボンネ型定理を得た

(永野幸一、塩谷隆、B.Kleiner３氏との共同研究)。 

(2). 断面曲率が下に直径が上に一様に有界な多様体或は特異空間に対して、本質的被覆なる新

しい不変量を発見し、それが一様に有界であることを証明した。これによりグロモフ氏のベッ

チ数有界性定理の新しい見地からの別証明を得た。              

(3). ペレルマン氏のリッチ流に関する仕事を解明し、３次元多様体のリッチ流の特異時間にお

ける退化現象を解明した。                                                                                              

(4). 軌道体に対するゲルファンド・スペクトル逆問題を考察し、その局所スペクトラルデータ

から軌道体の等長同型構造が完全に決定されることを証明した（Y. Kurylev, M.Lassas 氏との

共同研究）。 
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１．研究開始当初の背景 

(1). 3、４次元多様体の崩壊理論が完成し、
更に一般次元で明らかにしたいという動機
があり、その為にも特異空間の幾何学と解析
学が有用であるという判断していた。 
(2). ペレルマン氏によるリッチ流による幾
何化予想解決の大きな仕事があり、これを理
解し、リッチ流の観点からも収束・崩壊理論

構築に挑戦したいという意図であった。 
 
２．研究の目的 
(1)． 一般次元多様体の崩壊現象を解明する。                                          
(2)． 特異空間（アレクサンドロフ空間）の
リプシッツ構造を始めとする構造を解明す
ること。 
(3). 特異空間のラプラシアンに関する解析
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学を展開すること。 
(4). ペレルマン氏によるリッチ流に関する
仕事を正当化し、その土台に立って 4次元微
分可能ポアンカレ予想に挑戦すること。 
 

３．研究の方法 

多くの国内外の研究集会に参加し研究発表
を行い、関連研究者と議論・討論したことで
研究を活性し進展させることができた。                                           
(1). 研究代表者が、国際研究集会やメリー
ラ ン ド 大 学 を 訪 問 し K.Grove 氏 や
V.Kapovitch 氏と議論した。一般次元多様体
に対する崩壊理論研究を進展させるのに有
益だった。 
(2). 研究代表者が、IHES 滞在中に、曲率が
上に有界な特異空間の局所構造に関する研
究の突破口を開くことができた、M.Gromov 
氏との議論は大いに刺激となった。 
(3). 横田巧氏（筑波大学振特別研究員）の
セミナー指導を通じてペレルマン氏の仕事
を解明して行った。日本数学会・日本物理学
会合同講演会にて発表した。 
(4). 代表者のロンドン出張 Kurylev,Lassas 
両氏の筑波大学への招聘により、軌道体のス
ペクトル逆問題が大いに進展した。 
 
毎年研究集会[リーマン幾何と幾何解析] を
筑波大学で開催し、研究課題の活性化と研究
分野の普及に努めた。 

 

４．研究成果 
(1). 曲率が上に有界な２次元特異空間の局
所構造の決定とガウスボンネ型定理に関す
る 結 果 は 、 ２ 次 元 多 面 体 の 場 合 の
Buyalo-Burago 両氏の結果を一般化する最
終形でもあり、世界的に高い評価を受けてい
る。３次元への拡張などが次の大きな課題と
なる。 
(2). 断面曲率が下に直径が上に一様に有界
な空間の本質的被覆の一様有界性に関する
結果は、国際研究集会発表時に高い評価を受
けた。この方面の最先端の研究である。 
(3). ペレルマン氏のリッチ流に関する仕事
の解明は世界的にかなり整備されてきた。し
かし、３次元多様体のリッチ流の特異時間に
おける退化現象を解明した本研究のような
結果はこれまで知られていない。 
(4). 軌道体に対するゲルファンド・スペク
トル逆問題に関して、その局所スペクトラル
データから軌道体の等長同型構造が完全に
決定されることを証明した。手法は境界制御
法と呼ばれるものであるが、今後、より一般
の特異空間に拡張し崩壊理論と関連した逆
問題の展開が可能になるのではないかと思
われる。 
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